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開催日時 書面会議 

 

開催場所 書面会議 

 

 

１．書面会議について 

 

２．報告事項【資料１】～【資料７】 

 

 

 

【配布資料】 

【資料１】令和３年度第８期介護保険事業実績（４月～９月） 

【資料２】墨田区高齢者福祉総合計画の実績 

【資料３-１】すみだ 介護のおしごと合同説明会結果報告 

【資料３-２】すみだ 介護に関する入門的研修結果報告 

【資料４】包括的支援体制の整備について 

【資料５】第１回墨田区介護保険地域密着型サービス運営委員会議事要旨 

【資料６-１】第１回墨田区地域包括支援センター運営協議会議事要旨 

【資料６-２】第２回墨田区地域包括支援センター運営協議会議事要旨 

【資料７】令和４年度運営協議会等開催予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回墨田区介護保険事業運営協議会 

議事要旨 
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第２回墨田区介護保険事業運営協議会 職務従事者 

 

   【委員】 

氏     名 所属・役職 

◎和 気 康 太 明治学院大学 

〇鏡    諭 淑徳大学 

成  玉 恵 千葉県立保健医療大学 

山 室  学 墨田区医師会 

松  田   浩 東京都本所歯科医師会 

北 總 光 生 東京都向島歯科医師会 

関 谷 恒 子 墨田区薬剤師会 

堀田 富士子 東京都リハビリテーション病院 

鎌形 由美子 墨田区民生委員・児童委員協議会 

横 山 信 雄 墨田区社会福祉事業団 

栗  田   陽 墨田区社会福祉協議会 

岩 田 尚 明 墨田区特別養護老人ホーム施設長会 

○安 藤  朝 規 弁護士（墨田区法律相談員） 

荘 司 康 男 墨田区障害者団体連合会 

沼 田 典 之 墨田区老人クラブ連合会 

北村 嘉津美 町会・自治会 

佐 藤 令 二 墨田区介護サービス相談員連絡会 

濱 田  康 子 すみだケアマネジャー連絡会 

小 谷 庸 夫 墨田区訪問介護事業者連絡会 

佐 藤 和 信 第１号被保険者 

村 山 厚 子 第１号被保険者 

福 島 洋 子 第２号被保険者 

西 塚  至  墨田区保健衛生担当部長 

後 藤  隆 宏  墨田区福祉保健部長 

                                ◎会長 ○副会長 
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【事務局】 北野 亘 介護保険課長 

 若菜 進 高齢者福祉課長 

 澤田 敦子 副参事（地域包括ケア推進担当） 

 平井 千枝 副参事（相談支援担当） 

 中山 裕子 介護保険課管理・計画担当主査 

 田中 雅美 介護保険課認定担当主査 

 応矢 裕二 介護保険課資格・保険料担当主査 

 立野 真宏 介護保険課給付・事業者担当主査 

 坂下 直樹 介護保険課給付・事業者担当主査 

 細谷 瑞真 介護保険課給付・事業者担当主査 

 高原 昌幸 介護保険課調査担当主査 

 井上 貴文  高齢者福祉課支援係長 

 内田 瑞穂 高齢者福祉課地域支援係長 

 大熊 將仁 高齢者福祉課地域支援係主査 

 高嶋 秀夫 高齢者福祉課地域支援係主査 

 會田 光穂 高齢者福祉課地域支援係主査 

 杉田 貴幸 介護保険課管理・計画担当主事 

 立野 雄紀 介護保険課管理・計画担当主事 
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１．書面会議について 

今般の協議会については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点 

から、参集による会議開催を中止し、書面により開催した（傍聴不可）。 

 

令和４年１月２１日（金）   各委員へ書面開催通知及び意見・質問用紙を 

送付 

      ２月８日（火）まで  各委員から意見・質問用紙の提出 

 

２．報告事項 

  各委員からの意見・質問用紙の提出を受け、事務局から回答した。意見・質問

及び回答内容については、資料「第２回墨田区介護保険事業運営協議会における

ご意見・ご質問への回答」のとおり 
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第２回墨田区介護保険事業運営協議会におけるご意見・ご質問への回答 

 

 

項目

番号  
意見・質問内容 区からの説明・回答内容 

１ （Ａ委員） 

【資料１】令和３年度第８期介護保険事業実績（４月～

９月）について 

５ページの介護保険給付実績が低い理由と、今後の対

策をうかがいたい。 

 

第７期介護保険事業計画の１年目（平成３０年度）の同時期

では給付実績は計画対比４７．８％となっています。今年度の

給付実績は計画に対して適正に推移していると考えています。 

 

２ （Ｂ委員） 

【資料１】令和３年度第８期介護保険事業実績（４月～

９月）について 

 この資料は、本年４月から９月までの実績ということ

なので、年間の総計を計画値としたものについては、計

画対比で２分の１程度の実績となることは理解できる。 

 一方で、月当たりの計画値の場合は、あまり大きく  

計画と実績が異なる場合には、何らかの理由があるのか

と思われる。 

 一例としてお聞きするが、２ページの４.居宅サービス

量の中の短期入所療養介護については、計画値が月６３

人に対して実績が２９人で、計画対比で４６％となって

いる。この要因は分析されているか。新型コロナウイル

ス感染症の影響ということか。 

  

短期入所療養介護については、令和２年度から実績が減少 

しています。特に利用者が減少している施設からの聞き取りに

よると、この要因として、新型コロナウイルス感染症の影響に

より利用者が減ったことや、同感染症により多床室での受入れ

ができず、個室のみとしていることが推測されます。 

また、短期利用については空床利用となっているため、介護

老人保健施設の入所利用が増えれば、短期利用は減少すること

も要因の一つと推測されます。 

３ （Ｃ委員） 

【資料１】令和３年度第８期介護保険事業実績（４月～

９月）について 

 要支援・要介護認定者数で、要支援２が減り、要介護

１・４が増えている。重症化していると考えられるか。 

 

ご意見のとおり、新型コロナウイルス感染症が拡大している

状況での、被保険者の引きこもりによる認知機能の低下等が、

要因の一つとして考えられます。 

 

４ （Ｃ委員） 

【資料１】令和３年度第８期介護保険事業実績（４月～

９月）について 

 サービス量で通所系サービスが減っているのは、コロ

ナ禍で集団での活動を敬遠する傾向が影響していると 

考えられるか。 

 

 ご質問のとおり、新型コロナウイルス感染症の影響で通所系

サービスが減少していることが考えられます。 

  

５ （Ｄ委員） 

【資料１】令和３年度第８期介護保険事業実績（４月～

９月）について 

 「４．居宅サービス量」の「居宅療養管理指導（介護

予防サービス・介護サービス）」とは、主にどのような業

務内容なのか。介護予防サービス、介護サービスともに

計画対比を上回っており、また、「８．介護保険給付費実

績」のそれぞれの実績額も、半年だが、計画比以上と  

なっている。何か説明点があればお願いする。 

 

居宅療養管理指導とは、在宅の利用者であって通院が困難な

ものに対して、医師、歯科医師、薬剤師などが利用者宅を訪問

し、薬の飲み方、食事など療養上の管理・指導を行うものです。 

 居宅療養管理指導では医療行為は行われないため、往診や 

訪問診療と組み合わせて利用される場合が多く、往診や訪問診

療が増えれば、同サービスの実績が増えることが推測されま

す。 

６ （Ｅ委員） 

【資料１】令和３年度第８期介護保険事業実績（４月～

９月）について 

第２号被保険者の特定疾病に対する介護保険サービス

給付の再掲データはあるか。 

また、事業所別の利用者数はどうなっているのか。  

新型コロナウイルス感染症の影響で、通所サービスの 

利用者は減ったのか。 

 

 第２号被保険者の給付費実績については、別紙のとおり  

です。 

 事業所別の利用者数は把握していませんが、通所サービスの

利用者は新型コロナウイルス感染症の影響で減少しています。 
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項目

番号  
意見・質問内容 区からの説明・回答内容 

７ （Ｆ委員） 

【資料２】墨田区高齢者福祉総合計画の実績について 

令和２年度の数字を入れていただいた方が、推移が 

分かりやすい。 

 

 ご指摘を踏まえ、推移が分かりやすい数字を掲載するよう 

検討していきます。 

８ （Ａ委員） 

【資料２】墨田区高齢者福祉総合計画の実績について 

３ページの介護予防事業とフレイル対策をどのように

一体化して進めるのか。 

地域リハビリテーション活動支援事業の効果、ケアプ

ラン点検の具体的なプロセスと効果を知りたい。 

 

 

 

 

 

  

 

介護予防事業として運動中心のプログラムを実施し、自主化

してきました。それらのグループに栄養士、歯科衛生士派遣等

を実施し、フレイル対策として啓発を図っています。  

地域リハビリテーション活動支援事業は理学療法士、作業療

法士、言語聴覚士が各圏域の高齢者支援総合センターの職員と

連携しています。新たな自主活動の創出や自主活動の継続、 

フレイル予防についての普及啓発、介護職員等への技術的支援

に効果を発揮しています。 

ケアプラン点検には、①実地指導の際に行うケアプラン点検

②ケアプラン検討会③ケアプランチェックの３つがあります。 

①ケアプラン点検は、実地指導の際に対象事業所に対して 

行います。 

②ケアプラン検討会は、区内居宅介護支援事業所等の介護 

支援専門員を対象として、講師（区内介護事業所等の主任介護

支援専門員）と１対１でケアプランの検証を行います。 

③ケアプランチェックは、国保連合会から毎月提供される 

給付実績データと、区が保有する認定データを突合・分析し、

疑義がある場合は、ケアプランを作成した居宅介護事業所へ 

内容の照会を行います。 

効果は、法令の解釈誤りや記録する事の重要性等に気づいて

もらうことができ、延いては給付の適正化に繋がります。 

９ （Ｇ委員） 

【資料２】墨田区高齢者福祉総合計画の実績について 

８～９ページの「各施設の整備」における、介護老人

福祉施設（特別養護老人ホーム）の整備について、第７

期計画では、令和２年度に１か所の整備見込みとなって

いたが、これが第８期計画の期間（令和３年度～５年度）

に変更された理由をうかがいたい。 

 

ご指摘のとおり、令和２年度に１か所整備予定でしたが、 

早い段階で、東京オリンピック需要により建築資材の搬入が 

遅れることが判明し、整備計画に遅れが生じました。その後 

令和３年度内に竣工し、この３月に開設となります。 

  

１０ （Ｃ委員） 

【資料２】墨田区高齢者福祉総合計画の実績について 

高齢者みまもり相談室が連携している関係機関の数の

伸び悩みや、地域リハビリテーション活動支援事業の 

支援回数が減ってしまっている原因は、どのようなこと

が考えられるか。 

 

 

 

 高齢者みまもり相談室が連携している関係機関数は、新型 

コロナウイルスの感染症の影響もあり新規登録数が減少して

おります。引き続き、地域の社会資源とのネットワークの連携

を図り見守り協力機関の登録推進を行います。 

地域リハビリテーション支援事業の実績は、令和元年度の 

現状、令和５年度の目標値は各年度末のものであり、令和３年

度は９月末現在のため１３７回となっています。令和２年度末

の実績は３６７回です。令和２年度は新型コロナウイルス感染

症の影響もあり、住民や介護職員等への支援回数が減少したと

考えています。 

１１ （Ｄ委員） 

【資料２】墨田区高齢者福祉総合計画の実績について 

 高齢者が生きがいを持って暮らせる仕組みをつくるた

めに、５つの基本目標を掲げ対策推進してきたが、新し

い生活様式を取り入れ進めるべく、認知症ケアの推進に

ついての基本目標と事業実績は理解できるが、もう一つ

のフレイル予防の推進はどうなっているのか。 

 新型コロナウイルス感染症の対策をしながらの、運動、

社会参加、栄養、口腔ケア等への取組の展開（今後の  

閉じこもり対策等）はどうなっているのか。 

 

フレイル予防については、介護予防事業や通いの場等での 

普及啓発に加え、区報、ホームページ、紙面、区公式 YouTube

による自宅での介護予防の取組を促進するとともに、高齢者 

支援総合センター、高齢者みまもり相談室による個別支援を 

行っています。 

 また、通いの場等に感染症対策を講じて理学療法士、作業 

療法士、歯科衛生士、栄養士等の医療専門職を派遣し、運動、  

低栄養予防、口腔ケアの普及啓発を行い、社会参加の継続を 

促しています。 
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項目

番号  
意見・質問内容 区からの説明・回答内容 

１２ （Ｅ委員） 

【資料２】墨田区高齢者福祉総合計画の実績について 

３ページの（１）介護予防・重度化防止の項目に、   

成人歯科健康診査及び後期高齢者歯科健康診査が含まれ

ているが、基本チェックリストで口腔機能低下が疑われ

る人の支援として、歯科健診の役割は何か（支援のフロ

ー図がほしい。）。 

 

 

 
歯科健診の役割は、かかりつけ歯科医を定着させ、生涯に 

わたって歯と口の健康と機能を維持し、健康長寿を延伸する 

ことにあるため、介護予防・重度化防止にとっても不可欠です。 
基本チェックリストで口腔機能の低下が疑われる人の支援

としては、「７５歳以上の健康診査」の質問項目及び「後期  

高齢者歯科健診」の結果から対象者を把握し、高齢者福祉課が

行うポピュレーションアプローチ事業及び介護予防事業へと

繋げる「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施」を実施 

する他、各取組については「すみだ健康づくり総合計画（後期）」

に添って推進します。 

１３ （Ｃ委員） 

【資料３－１】すみだ 介護のおしごと合同説明会結果 

報告について 

 採用内定につながったことは大変良いと思う。内定者

の就職先の職種を教えていただきたい。 

 

法人で採用されているため、内定者の就職先の職種は把握 

していません。 

１４ （Ｈ委員） 

【資料３－１】すみだ 介護のおしごと合同説明会結果 

報告について 

 介護人材が不足しているので、このような説明会を 

開催していただき、多くの方が参加されて、よかったと

聞いている。 

 

今後も様々な周知機会を設け、多くの方を区内介護施設及び

介護事業所への就労に結び付けられるよう、努めてまいりま

す。 

１５ （Ｅ委員） 

【資料３－１】すみだ 介護のおしごと合同説明会結果 

報告について 

 たんの吸引、経管栄養等の特定行為を行える従事者は

区内に何人いるか。 

 また、認定特定行為業務従事者を増やす取組をして 

いるか。 

 

 認定特定行為業務従事者の人数は把握しておりませんが、こ

の従事者が増えるよう、資格取得のための研修制度があれば事

業所に対して積極的に周知してまいります。 

１６ （Ｆ委員） 

【資料３－１】すみだ 介護のおしごと合同説明会結果 

報告及び【資料３－２】すみだ 介護に関する入門的研修

結果報告について 

 新しい人材は絶対的に必要である。力を入れてほしい

と思うとともに、離職者の人数も出してほしい。その  

数字と理由についても。 

 

離職者の人数等を把握するのは難しいですが、介護保険事業

計画策定時に行う介護サービス事業所調査や事業者団体等と

のコミュニケーションを通じて離職状況の把握に努め、可能な

限り協議会で共有していきます。 

１７ （Ｃ委員） 

【資料３-２】すみだ 介護に関する入門的研修結果報告

について 

 介護に関心を持っていただく機会が作れることは、 

とても良いと思う。 

研修の周知はどのような形で行われたのか、また、  

内定者の就職先の職種を教えていただきたい。 

 

研修の周知方法は、区ＨＰへの掲載や区内施設、小学校・保

育園・幼稚園及び町会・自治会等へのチラシ配布を行いました。 

法人で採用されているため、内定者の就職先の職種は把握し

ていません。 

  

１８ （Ｈ委員） 

【資料３－２】すみだ 介護に関する入門的研修結果報告 

について 

 このような取組をしていただけることに感謝して  

いる。 

 

 今後も様々な周知機会を設け、多くの方を区内介護施設及び

介護事業所への就労に結び付けられるよう、努めてまいりま

す。 
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項目

番号  
意見・質問内容 区からの説明・回答内容 

１９ （Ａ委員） 

【資料４】包括支援体制の整備について 

 具体的な（日程なども含む）ロードマップが知りたい。 

 

 

 

 

 令和４年度から重層的支援体制整備事業を本格実施し、包括

的支援体制の整備を進めていきます。 

 その後、第４次墨田区地域福祉計画の期間（令和４～８年度）

において、ＰＤＣＡサイクルを用い目標を各年度に設定し、 

体制や機能の充実を図ります。 

２０ （Ｇ委員） 

【資料４】包括的支援体制の整備について 

 資料の中に、公募等による介護サービス相談員、介護

予防サポーター、見守り協力員、生活支援員、市民後見

人等の記載が無いが、追記し普及啓発させる必要がある

のではないか。 

 

 

 

 ご意見のとおり、介護サービス相談員、介護予防サポーター、

見守り協力員、生活支援員、市民後見人等、多くの方に支えて

いただいておりますことは 承知してございます。本資料では

紙面の都合で、「町会・自治会その他の社会資源」の中に含ま

せていただきました。 

 来年度から本格実施をする中で、周知等に努めてまいりま

す。 

２１ （Ｃ委員） 

【資料４】包括支援体制の整備について 

 重層的支援会議につながった事例があれば、例として

具体的に教えていただきたい。 

 

重層的支援会議につながった事例は１件です。母子世帯の 

三人世帯で、子どもに「ひきこもり」と「ヤングケアラーの  

可能性」がありました。支援の結果、双方の問題は解消し、  

世帯の生活が安定したため、支援を終了しています。 

２２ （Ｅ委員） 

【資料４】包括支援体制の整備について 

 「障害者」は「障害児者」と記載した方がよい。 

 

 障害分野という表記に修正させていただきます。 

２３ （Ｆ委員） 

【その他】 

 先日、ＮＨＫテレビにて「デジタル介護」についての

番組があった。今後、区として介護の現場にそのような

技術を導入する考えはあるか。勉強会などを開催し、見

知を広めてと思う。 

 

技術の導入については、各事業所で状況に応じて対応いただ

いております。なお、国や東京都の助成事業等については、  

ケア倶楽部等に掲載し、お知らせしています。 

２４ （Ｈ委員） 

【その他】 

書面開催ではなく、リモートでも開催していただきた

い。 

 

 今後、必要に応じて、リモート（オンライン）での開催も 

検討していきます。 

２５ （Ｅ委員） 

【その他】 

 高齢者の保健サービスと介護予防の一体的な実施につ

いて、今後議題に入れていただきたい。 

 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施については、 

「墨田区保健事業等地域連携検討会」で検討しております。 

今後、検討事項等について必要に応じて情報提供いたします。 

その他意見 

【資料１】令和３年度第８期介護保険事業実績（４月～９月）について 

・１ページの要支援・要介護認定者数において、令和３年９月３０日現在の要介護１・４・５の人数が計画値を上回っている。

特に要介護４・５が気になった。 

【資料２】墨田区高齢者福祉総合計画の実績について 

・３ページの地域介護予防活動支援の活動指標である自主グループ数について、令和５年度において３１０グループとされて 

いるが、内実を伴うにはコロナ禍の行方が左右すると思うと気がかりである。 

【資料３－１】すみだ 介護のおしごと合同説明会結果報告、【資料３－２】すみだ 介護に関する入門的研修結果報告について 

・参加できなかったが、これからも続けていただきたい。 

・参加者が多く、これからも必要な重要な事項と感じた。 

・コロナ禍の中、関係者の方々の努力に頭が下がる思いである。採用内定に至った方々が、着実に介護現場で活動していただけ

たらと思う。 

【資料４】包括的支援体制の整備について 

 ・資料に目を通しただけでは解りにくいので、説明を聞きたかった。 

 ・支援ニーズの複雑化や給付と負担のバランスという財政的ニーズから、多機関協働化の方向性は不可逆的だと思う。区民を  

どう「巻き込んでいくか」が一つの重要な側面と思う。 



 

-  - 9

（項目番号６　別紙）

８．介護保険給付費実績【第２号被保険者分】

<介護予防サービス> 

実績額 実績額

介護予防訪問介護 0千円 訪問介護 27,733千円

介護予防訪問入浴介護 0千円 訪問入浴介護 6,190千円

介護予防訪問看護 1,873千円 訪問看護 20,202千円

介護予防訪問リハビリテーション 449千円 訪問リハビリテーション 2,383千円

介護予防居宅療養管理指導 56千円 居宅療養管理指導 3,862千円

介護予防通所介護 0千円 通所介護 16,731千円

介護予防通所リハビリテ̶ション 152千円 通所リハビリテ̶ション 6,619千円

介護予防短期入所生活介護 0千円 短期入所生活介護 2,159千円

介護予防短期入所療養介護 0千円 短期入所療養介護（老健） 1,587千円

介護予防特定施設入居者生活介護 0千円 特定施設入居者生活介護 13,519千円

介護予防福祉用具貸与 940千円 福祉用具貸与 15,691千円

特定介護予防福祉用具販売 22千円 特定福祉用具販売 276千円

介護予防認知症対応型通所介護 0千円 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 402千円

介護予防小規模多機能型居宅介護 0千円 認知症対応型通所介護 671千円

介護予防認知症対応型共同生活介護 0千円 小規模多機能型居宅介護 3,783千円

45千円
認知症対応型共同生活介護
（認知症高齢者グループホーム）

1,585千円

750千円 地域密着型特定施設入居者生活介護 0千円

4,286千円 看護小規模多機能型居宅介護 0千円

地域密着型通所介護 6,961千円

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 0千円

793千円

15,038千円

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 7,101千円

介護老人保健施設 19,524千円

介護療養型医療施設 0千円

介護医療院 4,848千円

177,659千円

181,946千円

合　計　（Ⅱ）

※実績額は、令和3年3月～8月サービス利用分（令和3年4月～9月
　審査分）の総計である。

介護保険給付費（Ⅲ）＝（Ⅰ）＋（Ⅱ）

地域密着型サービス

住宅改修

居宅介護支援

施設サービス

<介護サービス> 

区　　　　　分

居宅サービス

住宅改修

介護予防支援

合　計　（Ⅰ）

区　　　　　分

介護予防サービス

地域密着型介護予防サービス

※実績額は、令和3年3月～8月サービス利用分（令和3年4月～9月
　審査分）の総計である。

 

 

 

 

 

 


